
特別活動分科会  

 

Ⅰ 研究のあゆみ 

  ４月２２日（火）  2025年度名教組教研オリエンテーション 

（2025年度名教組教育研究活動の進め方）        a    【教育館】 

５月 ７日（水）  研究計画の検討                  a    【西味鋺小】 

５月下旬～６月下旬 全体での会は開かなかったものの、個別に指導 

  ７月２３日（水）  研究内容の検討・リポートの検討 

            （第２次実践の検討と研究のまとめ方）          a 【西味鋺小】 

  ８月２５日（月）  市集会発表内容の検討（リハーサル）          a   【西味鋺小】 

  ９月２０日（土）   第75回名古屋市小中特別支援学校教職員教育研究大会    【ウインクあいち】 

 

Ⅱ 研究協議の概略 

一人ひとりが自分らしく幸せに生きながら、未来をともにつくっていくことが将来を生きる子ど

もたちに求められる時代となった。どのように幸せの価値を見いだすかは一人ひとり違うが、周り

の人々と支え合いながら「自分らしい幸せ」をつかんでいくことは変わらない。そのためには、一

人ひとりの個性を生かすことや互いを尊重することを大切にしながら、仲間と協働して直面する課

題を解決していく力の育成が求められている。 

このような今日的な課題を踏まえて、様々な集団活動に自主的・実践的に取り組み、互いのよさ

や可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することめざした実践を報告する。14本

のリポートの内容を分類すると、次のようになる。 

〇 学級や学校における生活づくりへ参画する活動（話合い活動・学級集会活動・係活動等） 

〇 日常生活や学習への適応と自己の成長を図る活動 

〇 一人ひとりのキャリア形成と自己実現を図る活動 

〇 異年齢集団による交流活動（ペアやたてわり活動・児童会・生徒会活動等） 

 

Ⅲ 今後に残された課題 

〇 特別活動の時間の確保が難しくなってきている今、学級や学校の課題について、話し合いで合

意形成したり、役割を分担して実践したりしながら、協働して解決していくためにはどうしたら

よいか。 

〇 児童一人ひとりの思いを生かし、主体的に取り組むことができるようにするための実践を学校

全体でどのように進めていくか。 

〇 一人ひとりのキャリア形成や自己実現を図るために、現在や将来に希望や目標をもって生きる

意欲や態度、社会参画の意識をどのように育成していくか。 


